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様式第 1号 

会 議 録 

 

会 議 の 名 称 令和４年度 第１回所沢市学び創造アクティブＰＬＵＳ推進委員会  

開 催 日 時 令和４年７月５日（火）１４時００分～１５時３０分 

開 催 場 所 所沢市立教育センター セミナ－ホール 

出 席 者 の 氏 名 〔委 員〕  

東京工業大学 名誉教授 赤堀 侃司 

所沢市小学校長会 代表 戸村 達男 

小学校PTA代表  坂爪 めぐみ 

所沢図書館 主査 荒井 英子 

若松小学校応援団 コーディネーター 浅見木綿子 

所沢市立北小学校 教諭 牧野 涼子 

所沢市立小手指中学校 教諭 石原 早紀 

マルハ幼稚園 園長 原 勉 

欠 席 者 の 氏 名 所沢市中学校長会 代表 熊本 純利 

保健給食課 指導主事 畑中 結季 

中学校PTA代表 嶋本 智一 

議 題 

 

 

 

 

 

 

１ 説 明 

(１)本委員会について                       

(２)『学び創造アクティブＰＬＵＳ』基本方針・行動方針説明 

２ 協 議 

○協議の視点 

学び創造アクティブ PLUSの浸透 

学校・家庭・地域のよりよい連携 

Withコロナ・Afterコロナの取組 

会 議 資 料 

 

・令和４年度第１回所沢市学び創造アクティブＰＬＵＳ推進委員会次第 

・令和４年度所沢市学び創造アクティブＰＬＵＳ推進委員名簿 

・「学び創造アクティブＰＬＵＳ」学力向上推進事業 リーフレット 

担 当 部 課 名 

 

学校教育課  電話０４（２９９８）９２３８ 

〈出席者〉 

中島秀行 教育長 

江原勝美 学校教育部長 

中田利明 学校教育部次長兼学校教育課長 

伊東真吾 学校教育課主幹兼健やか輝き支援室長 

中村啓 教育センタ―所長 

荒井直樹 学校教育課主幹 

岩土陽裕 学校教育課指導主事 

渡野邉拓 学校教育課指導主事 

北嶋一済 学校教育課指導主事 

大平由希子 学校教育課指導主事 

長谷川義博 学校教育課指導主事 
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様式第２号 

 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 ◆開会 

司 会  進行は事務局の大平が担当する。令和４年度第１回所沢市学び創造アクティブＰＬ

ＵＳ推進委員会を開会する。 

司 会 中島教育長より挨拶を申し上げる。 

教育長 ◆教育長あいさつ 

司 会 委員の紹介並びに事務局自己紹介 

司 会 委員長の選出を行う。設置要綱第５条により委員長・副委員長については、委員の

皆様の互選となっている。いかがか。 

委 員 委員長を赤堀先生にお願いしたい。 

司 会 拍手多数ということで、赤堀先生にお願いするということでよいか。 

赤堀先生にお願いしたい。次に副委員長は、いかがか。 

委員長 戸村先生にお願いしたい。 

司 会 拍手多数ということで、戸村先生にお願いするということでよいか。 

戸村校長先生にお願いしたい。 

委員長 ◆委員長あいさつ 

副委員長 ◆副委員長あいさつ 

委員長 では、事務局より、「学び創造アクティブＰＬＵＳ」の説明をお願いする。 

事務局 ◆プレゼンによる説明 

委員長  このプランの内容について質疑応答をしたいが、いかがか。 

委員長 協議の視点である≪学び創造アクティブ PLUS の浸透・学校・家庭・地域のよりよ

い連携・Withコロナ After コロナの取組≫の３つの視点による行動方針について、委

員それぞれの立場から意見を伺いたい。 

委 員 学び創造アクティブ PLUS について初めて聞いた。学校では「めあて」「まとめ」

等必要感は大切にしている。一貫性のある授業の意識はしている。ICT の活用につい

て、一人一台の端末になったことで、生徒は自主的に取り組んでいる。自分で調べや

すくなったので、主体性が上がったように思う。アクティブ PLUS については共有し

やすいように具体性があるものがよいのではないか。浸透性には課題が残る。 

委員長 学び創造の浸透性、より具体性のあるものにという指摘について教育委員会ではど

のように考えているのか。 

事務局 学校では授業の流れを大切にしてほしい。市としての取組を現場が感じづらいとい

うのは承知している。本年度は授業改善チェック１０を用意した。先生方が自分で授

業を振り返ることにより身近に感じることができるのではないか。 

委員長 ICT についても話がありましたが、生徒は自ら調べる頻度が高くなったようだが、

「学び創造」の理念の積極的に、創造性に近づいているのか、それとも今までとあま
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り変わっていないのか。 

委 員 生徒が調べやすくなったように感じる。必要な情報を得やすくなったので、意欲が高

まっている。教員も使用しやすくなっている。 

委員長 ICT に関しては教員間の温度差が問題と言われているが委員の中学校ではどうか。 

委 員 ICT の研修は年に１回ある。若い先生や得意な先生が学年全体に教えてくれる。ベテ

ランの先生は自分のやり方があるので、温度差は少なからずある。 

委 員 児童はクロムブックを使うだけで喜んでくれた。スクールタクトやジャムボードなど

のソフトはとりあえず使ってみようということで昨年度使用した。教員の操作が不慣

れなため、今まで４５分でできたことができなくなってしまう時もある。一覧を共有

できたり、一人の意見を大きく掲示するなどメリットもある。使用すると児童が作業

に夢中になっていく。使用していくと課題もみえてくる。クロムブックが目の前にあ

ると思考が個になってしまうので、授業の本質に迫れているのか不安になる。 

委員長 ICT は道具なので、先生がおっしゃたように授業の本質にせまれているのか、活動あ

って学びなしとなっていないのか、バランスが大切になってくる。 

委 員 ねらいに対して授業を引き算にして考えている。児童のパソコンに対してのウキウ

キ期を脱してから授業の本質に迫れるのではないか。調べ方として本とパソコンを選

べるようになってきた。 

委員長 授業の本質を教えられるのは先生だけ。選択肢が増えたのは図書も同じ。図書館で

はどうか。 

委 員 図書館では調べ方について共有している。児童が○○山を調べたい時に、「○○県の

山ならあるよ」と次につながる調べ方を共有している。インターネットだと直接調べ

ることができるが、本の調べ方は少し異なってくる。司書は本と人をつなぐ仕事なの

で、図書館に来た人は司書をたくさん使ってほしい。大人に対しても同じような案内

をしている。インターネットで書いてあることが真実だと思ってしまっている人が増

えてきている。 

委員長 インターネットだと関連する言葉を入力するだけで、検索ができる。他の委員さん

がおっしゃったように本質を見抜く目が大切になってくる。図書の本を調べることの

プロセスが大切になってくる。最近の子供たちは短絡的になってきているのか。それ

とも粘り強く調べようとしているのか。 

委 員 児童は忙しく公共の図書館にあまり足を運んでくれていない。また、保護者の意識

の差も大きいと感じる。 

コロナ禍で朝読書の時間が減り、読書の楽しみを知っている児童が減ったように感

じる。 

委員長 次は地域の方ではどうなのか。 

委 員 コロナ禍で地域のつながりが一切なくなってしまった。そんな中で地域と学校をど

うつなげていくのかが課題となっている。学校でたくさん話し合って決めた内容につ

いて保護者が簡単に「これはどうなんだ」と言ってしまう現状がある。保護者にはな

かなか浸透させづらい。学校がどう考えているのかを伝えていくのが仕事と考えてい

る。クロムブックは異学年交流となるし、保護者が学校を知る一助となっている。 
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委員長 マスクをつけての生活となっているが、子供たちはどうか。 

副委員長 子供たちはマスクをつけてのコミュニケーションに慣れてきている。低学年はマス

ク生活が当たり前になっている。子どもたちは喜怒哀楽は伝わっている。 

委員長 幼児教育の場面ではどうか。 

委 員 小学校の先生方は板書とタブレット併用が大変そうだ。子どもはいろいろな場で生活

している。地域と家庭と学校の連携は必要。幼稚園では送り迎えの時に保護者とコミ

ュニケーションを図っている。幼少期は「愛されている」ということが大切になる。 

委員長 PTA の方はどうか。 

委 員 PTA の会長をしてみると連携がなかなか取れていないと感じる。保護者には読んで

いない、わかろうとしない人も中にはいる。子どもの方が話せばわかってくれる。先

生方のサポートも必要になってくる。 

副委員長 浸透については各学校差があるように感じる。自己評価シートにも入れてもらって

いるが、個人差もある。学び創造プロジェクトの頃は「めあて」「ふりかえり」だけ

だったので、教員の浸透度は高かったように感じる。ICT に関しては本校では年間１

０回位している。研究の中で道徳と相性が良さそうなので、校内研究では一学年が授

業公開をし、できるところから浸透している。現場で感じたこといくつか話していく。 

「どんな力をつけたいですか」という問いに対しては「子ども達の学びに向かう力

を向上させたい。」が大切。いつの子ども達のいつの学力を向上させたいのかが曖昧

だった。子ども達の１０年後の学力向上という視点も必要になってくる。家庭と連携

は学校ごとに課題が違う。家庭との連携は学校が選べる方法があるとよいのではない

か。教員の負担軽減の視点も必要になってくる。 

主体的対話的な深い学びについては大人が仕組んだものがではなく、子供が自ら獲

得した経験が大切になってくる。 

委員長 読書の浸透をなんとか図っていきたい。教科の本質は伝えなくてはいけない。コロ

ナの関係で繋がりがうすくなってきているので、将来マイナスな面がでないか心配。 

学校教育

部長 

コロナで来なかった時期もあるが、学校が楽しいと感じてほしい。繋がりが大切にな

ってくる。ICT では先生方の得意不得意もあるが、時間とともに解決するのではない

か。学校は集団の場であるので、作業が個になっていくのは心配ではある。今は人に

聞く力が必要になっている。調べて、聞いて、感謝することが大切。 

教育長 この問題は未来の問題である。子どもがどういう力をつけるかが置き去りになる場

合が多い。必要感・達成感→自己肯定感→未来を切り拓く力となる。学び創造アクテ

ィブ PLUS の理念を浸透させるには校長のやる気が大切。パソコンで子どもが目がキ

ラキラしているが、必ずしもいいものかどうかを見極めるのは大人。ICT については

取り組み方については考えないといけない。 

司 会 

 

ただ今いただいた、ご意見を踏まえ令和４年度所沢市学び創造アクティブＰＬＵＳ

事業、次期学力向上推進事業の充実に生かしていく。 

 ◆閉会 

司 会 令和４年度第１回所沢市学び創造アクティブＰＬＵＳ推進委員会を閉会する。 

 


